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ヨコハマトリエンナーレ 2017 について  
 

 

１ 開催概要 

（1） タイトル ヨコハマトリエンナーレ 2017 

       「島と星座とガラパゴス」 

（2） 会  期 平成 29 年８月４日(金)～11 月５日(日) 

       開場日数：88 日間（前回展 89 日間） 

     ※休場日：第２・４木曜日 

（3） 会   場 横浜美術館、横浜赤レンガ倉庫１号館、 

     横浜市開港記念会館地下 ほか 

（4） 開場時間 10：00～18：00 

     ［10/27(金)･28(土)･29(日)、11/２(木)･３(金･祝)･４(土)は 20:30 まで開場］   

（5） 主  催 横浜市、(公財)横浜市芸術文化振興財団、ＮＨＫ、朝日新聞社 

横浜トリエンナーレ組織委員会 

（6） 支  援 文化庁（国際芸術フェスティバル支援事業） 

（7） 認  証 beyond2020 プログラム※ 

（8） 料  金 当日 一般 1,800 円、大学・専門学校生 1,200 円、高校生 800 円 

     前売 一般 1,500 円、大学・専門学校生  900 円、高校生 500 円 

     ※BankART1929 及び黄金町エリアマネジメントセンターの事業との 

       セット券あり（＋600 円） 

（9） ディレクターズ 

逢坂恵理子、三木あき子、柏木智雄 

（10） 構想会議メンバー 

 

 

 

 

 

 

※beyond2020 プログラム：内閣官房東京オリンピック競技大会・東京

パラリンピック競技大会推進本部事務局（beyond2020 プログラム事務

局）が認証する日本文化の魅力を発信するとともに、2020 年以降を見

据えたレガシー創出のための文化プログラム。 

市民・文化観光・消防委員会資料 

平 成 2 9 年 ３ 月 1 5 日 

文 化 観 光 局 

スハーニャ・ラフェル スプツニ子！ 高階秀爾 リクリット・ティラヴァーニャ 鷲田清一 養老孟司 
 逢坂恵理子    三木あき子     柏木智雄 
（ディレクターズ） （ディレクターズ） （ディレクターズ） 
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２ 今回展の特徴 

 「島と星座とガラパゴス」のタイトルのもと、世界の「接続性」と「孤立」の状況に

ついて様々な角度から表現します。このタイトルは美術以外のジャンルのメンバーも含

む９名の「構想会議」により作り上げてきました。 

 また、出展作家数を 30～40 作家程度（前回展 65 組 79 名）にし、各作家が複数作品を

展示する個展群が緩やかに関連し合うことで、展覧会全体をひとつの星座のように繋げ

ます。 

 さらに、様々な分野の専門家を招いて「接続性」と「孤立」について議論を重ねる公

開対話シリーズ「ヨコハマラウンド」も実施するなど、多面的に楽しんでいただけるこ

とが今回の特徴です。 

 

 

３ 主な取組内容 

(1) 幅広い来場者に分かりやすく展覧会の魅力を伝える取組 
 作家や作品の情報を盛り込んだガイドブックや、スマートフォンアプリによる音声

ガイドを無料とし、日英２か国語で用意します。また、WEB サイトを多言語で提供し

ます。 
 

(2) 誰もが鑑賞しやすい取組 

ア 障害のある方及びその介護者（１人）は入場無料 

イ 会場間無料バス（ノンステップバス）の運行 

ウ 各有料会場での車椅子の貸出 

エ バリアフリーアクセスガイドの WEB サイト公開  など 

 

(3) 次世代育成の取組 

ア 中学生以下入場無料 

イ 子ども向け鑑賞ポケットガイドを市内全小中学校等の児童・生徒に配付 

ウ 事前ガイダンス付きの学校団体鑑賞プログラムの実施 

エ 子ども向けワークショップの実施    など 

 

 

 

 

 

 

 

【前回展の様子（左から子ども向け鑑賞ポケットガイド、事前ガイダンス、小学生向けワークショップ）】 
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(4) 横浜トリエンナーレサポーターの活動 

  （サポーター登録人数 1,369 人 ※３月１日時点） 

ア ビジターサービスセンターでの来場者のおもてなし 

イ 作品ガイド活動（事前ガイダンス/ギャラリー・ツアー） 

ウ アーティストの作品制作や運営サポート 

エ フリーペーパーの発行         など 

 

(5) 連携によるまちへの広がり 

ア 連携プログラム 

・ BankART1929 及び黄金町エリアマネジメントセンターの事業とのセット券を販

売（１(8)料金に＋600 円） 

・ パラトリエンナーレをはじめとする創造界隈拠点等のプログラムと連携 

イ 応援プログラム 

   公募により集まった、会期中に市内で開催される様々なイベント・企画との広報

連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 国内外ネットワークの構築 

トリエンナーレに合わせて、次の会議の横浜開催が決定しました。９月下旬に開催

されることを契機に、国内外のネットワークを広げていきます。 
ア 第４回 IBA※総会 

※IBA：International Biennale Association。世界の国際展ネットワーク組織 

（45 か国、114 の団体と個人）。 

イ 創造都市ネットワーク日本(CCNJ)国際展部会 

 

 

４ 今後のスケジュール 

３月 27 日   横浜トリエンナーレ組織委員会 総会（開催内容決定） 

４月中旬以降 作家記者発表、前売券発売開始 

８月３日   内覧会、オープニング式典 

【BankART Studio NYK】 
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【ヨコハマ・パラトリエンナーレ 2014】 
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